
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
の
影
響
で
、
寒
気
の
流
れ
込
み
に
よ

り
大
変
寒
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
三
月
に
入
り
強
い
日

差
し
に
変
わ
り
、
季
節
風
の
影
響
も
あ
り
、
あ
っ
と
い
う

間
に
雪
が
解
け
、
県
下
で
は
桜
の
開
花
も
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

 

新
年
度
を
迎
え
、
望
岳
荘
で
も
新
し
い
職
員
が
加
わ
り
、

新
し
い
体
制
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。 

職
員
一
同
、
気
持
ち
も
新
た
に
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

就
任
の
あ
い
さ
つ 

事
務
長 

 

芳
川 
秀
人 

こ
の
た
び
、
四
月
一
日
付
け
で
事
務
長
と
し
て
お
世
話

に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
芳
川
秀
人
と
申
し
ま
す
。 

施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
様
、
そ
し
て
ご
家
族
の
皆

様
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
精
一
杯
努
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
望
岳
荘
は
現
在
の
場
所
に
移
転
し
て
十
七
年
目

を
向
か
え
、
ま
た
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
の
開
所
以
来
四

十
四
年
と
い
う
歴
史
あ
る
施
設
で
す
。
本
入
所
者
九
十
一

人
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
五
人
の
北
信
管
内
で
も
大
き
な

施
設
で
す
。 

ご
利
用
者
の
皆
様
に
は
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
や
人
権

が
尊
重
さ
れ
、
誰
も
が
安
ら
か
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
、

年
間
行
動
目
標
の
「
明
る
い
笑
顔
・
細
や
か
な
気
配
り
・

思
い
や
り
の
心
」
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ご
利
用
者
、
ご
家
族
、
職
員
の
つ
な
が
り
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
、
行
政
、
学
校
、
企
業
等
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に

し
、
一
層
の
向
上
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
気
づ
き

の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
ご
意
見
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

望
岳
荘
三
十
年
度
運
営
方
針
（
抜
粋
） 

利
用
者
の
た
め
の
望
岳
荘
を
め
ざ
し
て 

◎
利
用
者
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
、
介
護
、
相

談
、
支
援
、
健
康
管
理
及
び
機
能
回
復
訓
練
等
の
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

◎
利
用
者
に
寄
り
添
い
、
看
護
・
介
護
技
術
の
向
上
に
努

め
、
栄
養
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
健
康
状
態
の
把
握
、

体
調
に
添
っ
た
食
事
の
提
供 

◎
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
一
層
の
向
上
、
新
し
い
技
術
や
工
夫

の
取
得
の
た
め
、
職
員
の
積
極
的
な
研
修
会
の
参
加 

◎
利
用
者
の
意
思
と
人
格
の
尊
重
、
常
に
利
用
者
の
立
場

に
立
っ
た
行
動 

◎
職
員
一
丸
と
な
り
、
利
用
者
、
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
、

地
域
に
開
か
れ
た
施
設
運
営 

右
記
の
と
お
り
基
本
方
針
を
定
め
、
年
間
行
動
目
標
及

び
月
間
行
動
目
標
を
設
定
し
て
取
り
組
み
ま
す
。 

望
岳
荘
年
間
行
動
目
標 

 

望
岳
荘
で
は
六
年
前
か
ら
、
よ
り
良
い
施
設
を
目
指

し
て
年
間
行
動
目
標
を
定
め
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

平
成
三
十
年
度
の
年
間
行
動
目
標
は
、「
明
る
い
笑
顔 

細
や
か
な
気
配
り 

思
い
や
り
の
心
」
で
す
。 

全
職
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
目
標
の
中
か
ら
選
定
し
た

も
の
で
、
目
標
を
大
切
に
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

望
岳
荘
四
月
の
月
間
行
動
目
標 

 

主
任
者
会
議
の
決
定
に
よ
り
、
四
月
の
月
間
行
動
目

標
は
、
年
間
行
動
目
標
を
し
っ
か
り
と
自
分
の
も
の
と
す

る
た
め
、
年
間
行
動
目
標
と
同
じ
「
明
る
い
笑
顔 

細
や

か
な
気
配
り 

思
い
や
り
の
心
」
と
し
ま
し
た
。 

三
月
二
日 

ひ
な
祭
り
開
催 

 
 

 

感
染
症
の
影
響
も
弱
ま
り
、
久
し
ぶ
り
の
食
堂
で
の
行
事

と
な
り
ま
し
た
。
施
設
長
の
お
内
裏
、
介
護
員
の
お
雛
が

と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

三
月
二
十
日 

彼
岸
供
養
を
行
い
ま
し
た  

      

望
岳
荘
だ
よ
り 

平成 30 年 

4 月 10 日 



三
月
二
十
二
日 

お
誕
生
会
を
行
い
ま
し
た 

 
  

職 

員 

人 

事 

 

四
月
一
日
付
で
、
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

少
し
の
間
、
不
慣
れ
な
点
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
不
安
に
感
じ
ら
れ
た
り
、
日
々
の
生

活
が
変
わ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【
退
職
・
転
出
職
員
】 

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

生
活
相
談
員 

多
井
中
真
理
子
（
退
職
） 

事
務
長 

 
 

芳
川 

誠 

（
木
島
平
村
へ
） 

看
護
主
任 

 

宮
嵜
万
里
子
（
高
社
寮
へ
） 

介
護
主
任 

 

村
山
千
恵
美
（
ふ
る
さ
と
苑
へ
） 

調
理
主
任 

 

玉
井
ゆ
み
子
（
千
曲
荘
へ
） 

介
護
員 

 
 

倉
田 

幸
恵
（
い
で
湯
の
里
へ
） 

主
事 

 
 

 

前
田 

綾 

（
事
務
局
へ
） 

介
護
員 

 
 

市
ノ
瀬
美
奈
（
千
曲
荘
へ
） 

介
護
員 

 
 

山
岸 

孝
子
（
千
曲
荘
へ
） 

介
護
員 

 
 

岡
田
真
貴
子
（
菜
の
花
苑
へ
） 

介
護
員 

 
 

髙
野
明
日
香
（
菜
の
花
苑
へ
） 

管
理
栄
養
士 

小
林 

佑
季
（
ふ
る
さ
と
苑
へ
） 

介
護
員 

 
 

鈴
木 

健
二
（
ふ
る
さ
と
苑
へ
） 

【
転
入
・
新
採
用
職
員
】 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

事
務
長 

 
 

芳
川 

秀
人
（
木
島
平
村
か
ら
） 

看
護
主
任 

 

畔
上 

幸
子
（
菜
の
花
苑
か
ら
） 

介
護
主
任 

 

武
田 

利
治
（
菜
の
花
苑
か
ら
） 

管
理
栄
養
士 

平
田
の
り
子
（
ふ
る
さ
と
苑
か
ら
） 

介
護
支
援
専
門
員 

 

市
ノ
瀬 

敏
（
菜
の
花
苑
か
ら
） 

介
護
員 

 
 

江
本
久
美
子
（
い
で
湯
の
里
か
ら
） 

介
護
員 

 
 

阿
部 

美
鈴
（
ふ
る
さ
と
苑
か
ら
） 

調
理
主
任 
 

石
井 

孝
明
（
千
曲
荘
か
ら
） 

主
事 

 
 

 

岩
﨑 

司 

（
千
曲
荘
か
ら
） 

介
護
員 

 
 

鈴
木
久
美
子
（
高
社
寮
か
ら
） 

介
護
員 

 
 

小
林 

幸
枝
（
高
社
寮
か
ら
） 

介
護
員 

 
 

石
川 

千
寿
（
菜
の
花
苑
か
ら
） 

介
護
員 

 
 

小
林 

巧 

（
菜
の
花
苑
か
ら
） 

介
護
員 

 
 

郷
道
し
お
り
（
い
で
湯
の
里
か
ら
） 

介
護
員 

 
 

勝
山 

優 

（
ふ
る
さ
と
苑
か
ら
） 

【
職
種
の
変
更
】 

生
活
相
談
員 

服
部 

朋
美
（
介
護
支
援
専
門
員
か
ら
） 

生
活
相
談
員
兼
介
護
支
援
専
門
員 

富
井 

美
保
（
介
護
員
か
ら
） 

行
事
の
お
知
ら
せ
【
四
月
中
旬
～
五
月
】 

 

四
月 十

二
日 

リ
ハ
ビ
リ
指
導 

 
 

 

（
午
後
） 

十
八
日 

書
道 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

十
九
日 

手
工
芸 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

二
十
四
日 

音
楽 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

二
十
五
日 

誕
生
会 

 
 

 
 

 
 

（
昼
） 

二
十
七
日 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
（
午
後
） 

 
五
月 

一
日 

第
三
者
委
員
会 

 
 

 

（
午
後
） 

 

二
日 
選
択
食 

 
 

 
 

 
 

（
昼
） 

九
日 
手
工
芸 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

十
日 

リ
ハ
ビ
リ
指
導 

 
 

 

（
午
後
） 

十
四
日 

理
髪
奉
仕
（
美
容
） 

 

（
午
前
） 

十
六
日 

書
道 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

十
八
日 

家
族
会
役
員
会 

 
 

 

（
夕
方
） 

二
十
三
日 

誕
生
会 

 
 

 
 

 
 

（
昼
） 

二
十
四
日 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影 

（
午
前
） 

二
十
八
日 

音
楽 

 
 

 
 

 
 

 
（
午
後
） 

三
十
日 

田
植
え 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

三
十
一
日 

リ
ハ
ビ
リ
指
導 

 
 

 

（
午
後
） 

 

  

お 

知 

ら 

せ   

☆ 

面
会
に
つ
い
て 

新
年
早
々
か
ら
続
い
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染

症
注
意
報
・
警
報
は
、
３
月
下
旬
に
解
除
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
面
会
の
制
限
を
全
面
解
除
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ご
家
族
様
に
は
面
会
制
限
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

春
物
衣
類
と
の
交
換
が
て
ら
に
ぜ
ひ
面
会
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。 

☆ 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
に
つ
い
て 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
を
四
月
二
十
日
（
金
）
に
予
定

し
て
い
ま
す
。
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 


